
091

は
じ
め
に

二
〇
一
三
年
一
一
月
に
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
政
権
が
Ｅ
Ｕ
と
の
連
合

協
定
調
印
を
延
期
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
混
迷
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
は
、
バ
ル
ト
諸
国
で
も
連
日
大
き
く
報
じ
ら
れ
て
き
た
。
ソ
連

に
よ
る
「
併
合
」
の
歴
史
が
今
な
お
鮮
明
に
記
憶
さ
れ
て
い
る
バ
ル

ト
諸
国
に
と
っ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
抱
え
る
問
題
は
決
し
て
対
岸
の

火
事
な
ど
で
は
な
い
。
リ
ト
ア
ニ
ア
に
お
い
て
は
、
バ
ル
ト
諸
国
の

な
か
で
も
最
も
地
理
的
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
近
く
、
ま
た
中
世
以
降
の

歴
史
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
共
有
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
エ
ス
ト
ニ

ア
や
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
以
上
に
こ
の
問
題
が
深
刻
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
リ
ト
ア
ニ
ア
が
Ｅ
Ｕ
理
事
会
の
議
長
国
と
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ

と
の
連
合
協
定
調
印
を
推
し
進
め
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
も
、
リ
ト

ア
ニ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
特
に
重
要
視
し
て
い
た
理
由
の
一
つ

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

日
本
や
欧
米
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
「
親
露
派
」

と
「
親
欧
米
派
」
の
対
立
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
多
く
、
こ
う
し
た

単
純
な
図
式
に
よ
る
見
方
に
対
し
て
は
批
判
も
少
な
く
な
い
が
、
リ

ト
ア
ニ
ア
に
お
い
て
も
同
様
に
〈
東
〉
の
ロ
シ
ア
と
〈
西
〉
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
相
克
と
し
て
昨
今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が
捉
え
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
〈
東
〉
と
〈
西
〉
の
認
識
は
、
リ

ト
ア
ニ
ア
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
危
機
に
陥
る
以
前
か
ら
広
く
共
有
さ

第
Ⅰ
部 
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
み
る
視
角

リ
ト
ア
ニ
ア
か
ら
み
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題

重
松　

尚

091-107　第I部-4-リトアニアからみたウクライナ問題.indd   91 2015/11/10   16:27



093 リトアニアからみたウクライナ問題 092

ま
た
、
二
〇
一
二
年
三
月
の
連
合
協
定
仮
調
印
以
降
Ｅ
Ｕ
が
課
題
と

し
て
挙
げ
て
い
た
、
選
挙
制
度
や
検
察
総
局
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
、
汚

職
問
題
の
改
善
に
向
け
て
法
改
正
が
必
要
と
の
認
識
も
示
し
た＊

1

。
そ

し
て
、
東
方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
首
脳
会
議
ま
で
残
り
二
ヵ
月
と

な
っ
た
こ
と
で
ロ
シ
ア
か
ら
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
圧
力
が
強
ま

る
で
あ
ろ
う
、
と
し
た
上
で
、
そ
の
圧
力
に
耐
え
る
よ
う
ヤ
ヌ
コ
ー

ヴ
ィ
チ
大
統
領
に
呼
び
か
け
た
。
さ
ら
に
、
グ
リ
ー
バ
ウ
ス
カ
イ
テ

大
統
領
は
同
月
行
わ
れ
た
国
連
総
会
に
て
一
般
討
論
演
説
を
行
い
、

ロ
シ
ア
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
自
国
の
影
響
力
拡
大
の
た
め
の
手
段

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
激
し
く
非
難
し
た
。
ま
た
グ
リ
ー
バ
ウ
ス

カ
イ
テ
大
統
領
は
一
一
月
、
Ｅ
Ｕ
が
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
と

の
交
渉
に
よ
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
支
援
す
る
用
意
が
あ
る
と
発
言
し
、

欧
州
の
一
員
と
し
て
ロ
シ
ア
か
ら
の
経
済
的
圧
力
に
対
抗
す
る
よ
う

ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
政
権
に
促
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
で
は
、
一
一
月
に
、
検
察
に
関
す
る
法
案
、
お
よ

び
テ
ィ
モ
シ
ェ
ン
コ
元
首
相
の
釈
放
を
目
的
と
す
る
、
受
刑
者
の
国

外
治
療
に
関
す
る
法
案
が
最
高
会
議
で
審
議
さ
れ
た
。
加
え
て
、
選

挙
法
改
正
案
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
で
は
連
合
協

定
調
印
に
向
け
た
進
展
と
し
て
好
意
的
に
捉
え
ら
れ
た
が
、
し
か
し

東
方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
首
脳
会
議
が
目
前
に
迫
っ
た
同
月
二
一

日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
は
Ｅ
Ｕ
と
の
連
合
協
定
調
印
に
向
け
た
準
備

プ
ロ
セ
ス
を
一
時
停
止
す
る
旨
を
閣
議
で
決
定
し
た
。
リ
ト
ア
ニ
ア

の
リ
ン
ケ
ヴ
ィ
チ
ュ
ス
外
相
は
こ
の
閣
議
決
定
に
対
し
て
失
望
感
を

表
し
、
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
大
統
領
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
の
欧
州
統
合

へ
の
熱
意
に
応
え
る
責
任
が
あ
る
、
と
の
声
明
を
出
し
た＊

2

。
グ
リ
ー

バ
ウ
ス
カ
イ
テ
、
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
両
大
統
領
は
閣
議
決
定
前
に
電

話
会
談
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
大
統
領

は
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
経
済
的
圧
力
と
脅
迫
を
調
印
延
期
の
理
由
と
し

て
挙
げ
た
。
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ヨ
ヴ
ィ
タ
・
ネ
リ
ュ
プ
シ
エ
ネ
外
交
政

策
担
当
大
統
領
首
席
補
佐
官
に
よ
れ
ば
、
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
大
統
領

は
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
か
ら
の
輸
入
を
制
限
す
れ
ば
ウ
ク

ラ
イ
ナ
経
済
は
大
き
な
被
害
を
受
け
、
数
十
万
人
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国

民
の
雇
用
が
守
れ
な
く
な
る
、
と
グ
リ
ー
バ
ウ
ス
カ
イ
テ
大
統
領
側

に
伝
え
て
い
た
と
い
う＊

3

。

こ
の
よ
う
に
、
リ
ト
ア
ニ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
連
合
協
定
調
印
に

向
け
て
積
極
的
に
外
交
交
渉
を
続
け
た
が
、
結
局
「
持
た
ざ
る
小

国
」
で
あ
る
リ
ト
ア
ニ
ア
は
ロ
シ
ア
に
対
抗
で
き
る
だ
け
の
有
効
な

手
段
を
と
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
圧
力
に
屈
し
な
い
よ
う
ヤ
ヌ

コ
ー
ヴ
ィ
チ
政
権
に
た
だ
呼
び
か
け
続
け
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
結
果
、
リ
ト
ア
ニ
ア
が
東
方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
首
脳
会

議
に
お
い
て
最
も
期
待
し
て
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
連
合
協
定
調
印

は
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
。

れ
て
い
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
ま
ず
、
一
連
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
対
し
て
リ
ト
ア
ニ

ア
が
ど
の
よ
う
な
反
応
を
見
せ
た
か
を
時
系
列
的
に
見
て
い
く
。
そ

の
後
、
リ
ト
ア
ニ
ア
が
Ｅ
Ｕ
の
東
方
政
策
に
積
極
的
で
あ
る
理
由

を
、
リ
ト
ア
ニ
ア
に
お
い
て
〈
東
〉
と
〈
西
〉
が
ど
の
よ
う
に
認
識

さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
最
後
に
、
二

〇
一
四
年
二
月
に
リ
ト
ア
ニ
ア
の
首
都
ヴ
ィ
ル
ニ
ュ
ス
で
行
わ
れ
た

ラ
ン
ズ
ベ
ル
ギ
ス
元
最
高
会
議
議
長
の
演
説
を
紹
介
し
た
い
。
と
い

う
の
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
言
及
し
た
彼
の
演
説
に
は
、
リ
ト
ア

ニ
ア
の
〈
東
〉
と
〈
西
〉
の
認
識
が
よ
く
表
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。Ⅰ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
対
す
る

リ
ト
ア
ニ
ア
の
対
応

１
Ｅ
Ｕ
理
事
会
議
長
国
就
任
か
ら

東
方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
首
脳
会
議
ま
で

二
〇
一
三
年
七
月
か
ら
半
年
間
、
輪
番
制
の
Ｅ
Ｕ
理
事
会
議
長
国

を
リ
ト
ア
ニ
ア
が
務
め
る
こ
と
と
な
り
、
リ
ト
ア
ニ
ア
は
こ
れ
を
自

国
の
利
益
を
Ｅ
Ｕ
の
政
策
に
反
映
さ
せ
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
て
い

た
（V

ilpišauskas et al. 2013

）。
そ
し
て
、
旧
ソ
連
諸
国
と
Ｅ
Ｕ

の
関
係
強
化
を
そ
の
間
の
外
交
方
針
の
一
つ
に
掲
げ
、
よ
り
具
体
的

に
は
、
旧
ソ
連
諸
国
六
ヵ
国
（
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
グ
ル
ジ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
モ
ル
ド
ヴ
ァ
）
の
首
脳

ら
を
招
い
て
一
一
月
に
ヴ
ィ
ル
ニ
ュ
ス
で
開
催
さ
れ
る
Ｅ
Ｕ
東
方

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｅ
ａ
Ｐ
）
首
脳
会
議
を
、
議
長
国
を
務
め
る

半
年
間
で
最
も
重
要
な
行
事
と
位
置
づ
け
て
い
た
。
さ
ら
に
い
え

ば
、
こ
の
首
脳
会
議
に
お
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
連
合
協
定
の
調
印

が
リ
ト
ア
ニ
ア
に
と
っ
て
こ
の
時
期
最
大
の
外
交
目
標
で
も
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
東
方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
首
脳
会
議
開
催
に
至
る

ま
で
の
あ
い
だ
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
グ
リ
ー
バ
ウ
ス
カ
イ
テ
大
統
領
お

よ
び
リ
ン
ケ
ヴ
ィ
チ
ュ
ス
外
相
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
一
国
だ
け
で
は
な

く
、
Ｅ
Ｕ
全
体
を
代
表
す
る
立
場
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
と
連
合

協
定
調
印
に
向
け
た
会
談
を
精
力
的
に
行
っ
た
。
九
月
、
グ
リ
ー
バ

ウ
ス
カ
イ
テ
大
統
領
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ヤ
ル
タ
に
政
財
界
の
有
力

者
を
集
め
て
開
か
れ
た
会
議
に
Ｅ
Ｕ
の
代
表
と
し
て
出
席
し
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
大
統
領
と
会
談
し
た
。
こ
の
会
議
で
グ

リ
ー
バ
ウ
ス
カ
イ
テ
大
統
領
は
、
当
時
獄
中
に
あ
っ
た
テ
ィ
モ
シ
ェ

ン
コ
元
首
相
を
釈
放
し
恣
意
的
司
法
の
問
題
を
解
決
す
る
よ
う
、
ヤ

ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
政
権
に
求
め
た
。
グ
リ
ー
バ
ウ
ス
カ
イ
テ
大
統
領
は
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で
は
な
く
む
し
ろ
解
決
策
で
あ
る
と
リ
ト
ア
ニ
ア
政
府
は
考
え
て
お

り
、
引
き
続
き
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
抗
議
デ
モ
に
対
し
て
は
理
解

を
示
し
つ
つ
、
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
政
権
に
対
し
て
は
野
党
と
の
対
話

と
連
合
協
定
調
印
を
求
め
て
き
た＊

9

。

一
月
一
七
日
、
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
大
統
領
は
反
抗
議
活
動
法
に
署

名
し
た
。
そ
の
後
、
警
察
当
局
が
抗
議
デ
モ
の
強
制
排
除
を
試
み
抗

議
活
動
家
と
衝
突
し
、
多
数
の
犠
牲
者
を
生
む
事
態
と
な
っ
た
。
リ

ト
ア
ニ
ア
外
務
省
は
二
二
日
、
犠
牲
者
の
遺
族
に
哀
悼
の
意
を
表

し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
当
局
に
よ
る
武
力
行
使
を
非
難
し
た＊

10

。
翌
日
、
リ

ト
ア
ニ
ア
国
会
も
同
様
に
武
力
行
使
を
非
難
し
た＊

11

。
こ
の
日
、
リ
ト

ア
ニ
ア
外
務
省
は
ジ
ョ
ウ
テ
ン
コ
駐
リ
ト
ア
ニ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大

使
を
召
喚
し
、
武
力
行
使
を
非
難
し
中
止
を
要
請
し
た＊

12

。
翌
二
四
日

に
は
グ
リ
ー
バ
ウ
ス
カ
イ
テ
大
統
領
も
同
大
使
を
大
統
領
府
に
召
喚

し
、
同
じ
く
武
力
行
使
を
や
め
る
よ
う
非
難
し
た＊

13

。

リ
ト
ア
ニ
ア
政
府
は
さ
ら
に
、
警
察
当
局
と
の
衝
突
に
よ
り
負
傷

し
た
抗
議
活
動
家
を
治
療
の
た
め
に
ヴ
ィ
ル
ニ
ュ
ス
に
受
け
入
れ

た
。
二
月
五
日
、
リ
ト
ア
ニ
ア
政
府
は
負
傷
者
の
治
療
の
た
め
に
一

五
万
リ
タ
ス
（
約
四
万
三
千
ユ
ー
ロ
）
を
当
て
る
旨
の
閣
議
決
定
を

行
っ
た
。
グ
リ
ー
バ
ウ
ス
カ
イ
テ
大
統
領
は
、
負
傷
者
の
見
舞
い
の

た
め
に
病
院
を
複
数
回
訪
問
し
た
が
、
そ
の
負
傷
者
の
な
か
に
は
、

ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
政
権
崩
壊
後
に
文
化
青
少
年
相
を
務
め
る
こ
と
に

な
る
ブ
ラ
ト
ウ
氏
も
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
対
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
抗
議
デ
モ
が
発
生
し
て
以

降
、
リ
ト
ア
ニ
ア
政
府
は
一
貫
し
て
抗
議
デ
モ
の
支
持
を
表
明
し
続

け
て
き
た
。
リ
ト
ア
ニ
ア
に
お
い
て
は
政
権
与
党
だ
け
で
な
く
野
党

も
抗
議
デ
モ
を
支
持
し
た
。
特
に
野
党
の
祖
国
連
合
＝
リ
ト
ア
ニ

ア
・
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
（T

ėvynės sąjunga-Lietuvos 

krikščionys dem
okratai 

以
下
「
祖
国
連
合
」）
は
リ
ト
ア
ニ
ア
国

内
で
は
保
守
派
と
称
さ
れ
、
与
党
の
社
会
民
主
党
よ
り
も
対
ロ
シ
ア

強
硬
姿
勢
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
同
党
は
、
欧
州
統

合
を
進
め
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
野
党
の
支
持
を
続
け
て
き
た
。
こ
う
し
た

状
況
か
ら
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
国
会
で
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
政
権
に
よ
る

武
力
行
使
を
非
難
す
る
声
明
が
ほ
ぼ
全
会
一
致
（
賛
成
八
八
、
反
対

〇
、
棄
権
三
）
で
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た＊

14

。

こ
の
よ
う
に
対
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
抗
議
デ
モ
を
支
持
し
て
い
た
リ

ト
ア
ニ
ア
の
与
野
党
が
、
二
月
の
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
政
権
崩
壊
の
流

れ
を
歓
迎
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
最
高
会
議

が
二
二
日
に
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
大
統
領
解
任
を
決
議
す
る
と
、
リ
ト

ア
ニ
ア
外
務
省
は
こ
れ
を
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
民
主
的
変
化
」

と
し
て
全
面
的
に
歓
迎
す
る
声
明
を
発
出
し
た
。
選
挙
に
よ
っ
て
ウ

ク
ラ
イ
ナ
国
民
か
ら
選
ば
れ
た
大
統
領
を
最
高
会
議
が
憲
法
に
反
し

て
解
任
し
た
こ
と
を
リ
ト
ア
ニ
ア
政
府
が
「
民
主
的
」
と
し
た
の

２
対
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
抗
議
デ
モ
に
対
す
る

リ
ト
ア
ニ
ア
の
反
応

ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
政
権
が
連
合
協
定
の
調
印
を
見
送
っ
た
こ
と
を

受
け
、
キ
エ
フ
中
心
部
で
は
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
大
統
領
の
退
陣
を
求

め
る
抗
議
デ
モ
が
発
生
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
野
党
指
導
者
ら
が
こ
の

デ
モ
に
参
加
し
た
。
リ
ト
ア
ニ
ア
の
グ
ラ
ウ
ジ
ニ
エ
ネ
国
会
議
長

（
与
党
・
労
働
党
（D

arbo partija
）
所
属
）
は
、
東
方
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
首
脳
会
議
を
直
前
に
控
え
た
一
一
月
二
六
日
、
キ
ル
キ
ラ
ス

副
議
長
（
与
党
・
リ
ト
ア
ニ
ア
社
会
民
主
党
（Lietuvos 

socialdem
okratų partija 

以
下
「
社
会
民
主
党
」）
所
属
）
お
よ
び

ア
ウ
シ
ュ
ト
レ
ヴ
ィ
チ
ュ
ス
副
議
長
（
野
党
・
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国

自
由
運
動
（Lietuvos Respublikos liberalų sąjūdis
）
所
属
）
と

と
も
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
訪
問
し
、
こ
の
抗
議
デ
モ
に
参
加
し
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
野
党
を
支
持
す
る
姿
勢
を
明
確
に
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
政
権
は
ヤ
ヌ
コ
ニ
ス
駐
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
リ
ト
ア
ニ

ア
公
使
を
外
務
省
に
召
喚
し
、
国
会
議
長
ら
が
野
党
の
デ
モ
に
参
加

し
た
こ
と
に
関
し
て
説
明
を
求
め
る
な
ど
し
た＊

4

。

そ
し
て
東
方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
首
脳
会
議
終
了
後
の
三
〇
日
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
特
殊
部
隊
が
デ
モ
の
強
制
排
除
を
命
じ
る
と
、
リ
ト

ア
ニ
ア
の
リ
ン
ケ
ヴ
ィ
チ
ュ
ス
外
相
は
同
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
当
局
に

よ
る
武
力
行
使
を
懸
念
す
る
声
明
を
出
し
、
市
民
の
人
権
を
尊
重
す

る
よ
う
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
に
求
め
た＊

5

。
ま
た
翌
月
二
日
に
は
リ
ト
ア

ニ
ア
外
務
省
が
ジ
ョ
ウ
テ
ン
コ
駐
リ
ト
ア
ニ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使

を
召
喚
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
当
局
に
よ
る
デ
モ
の
強
制
排
除
に
つ
い
て

懸
念
を
表
明
し
た
。
同
月
三
日
に
は
リ
ト
ア
ニ
ア
国
会
で
、
野
党
や

市
民
社
会
の
指
導
者
と
対
話
を
行
い
、
武
力
行
使
を
抑
制
す
る
よ
う

ウ
ク
ラ
イ
ナ
当
局
に
要
請
す
る
決
議
が
採
択
さ
れ
た＊

6

。
同
月
九
日
か

ら
一
〇
日
に
か
け
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
警
察
特
殊
部
隊
が
抗
議
デ
モ
参

加
者
と
激
し
く
衝
突
し
、
負
傷
者
を
出
す
事
態
に
発
展
し
た
こ
と
を

受
け
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
リ
ン
ケ
ヴ
ィ
チ
ュ
ス
外
相
は
こ
れ
を
非
難
す

る
声
明
を
出
し
た＊

7

。
同
外
相
は
同
月
一
三
日
、
Ｅ
Ｕ
の
特
使
と
し
て

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
訪
問
し
、
コ
ジ
ャ
ラ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
外
相
や
ク
リ
ュ

エ
ウ
国
家
安
全
保
障
国
防
会
議
書
記
ら
と
会
談
。
リ
ン
ケ
ヴ
ィ
チ
ュ

ス
外
相
は
、
抗
議
デ
モ
に
対
す
る
暴
力
行
為
を
や
め
、
野
党
と
の
対

話
に
応
じ
る
よ
う
要
請
し
た＊

8

。

二
〇
一
四
年
に
入
り
Ｅ
Ｕ
理
事
会
議
長
国
と
し
て
の
任
期
を
終
え

た
後
も
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
与
野
党
は
積
極
的
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
解

決
に
向
け
た
外
交
を
続
け
た
。
彼
ら
の
考
え
る
「
解
決
」
と
は
、
も

ち
ろ
ん
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
欧
州
統
合
へ
向
け
た
前
進
の
こ
と
で
あ
る
。

リ
ン
ケ
ヴ
ィ
チ
ュ
ス
外
相
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と

Ｅ
Ｕ
と
の
連
合
協
定
の
調
印
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
混
乱
の
原
因
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常
任
理
事
国
を
務
め
て
お
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
関
す
る
緊
急
会

合
に
お
い
て
も
反
政
府
武
装
勢
力
お
よ
び
ロ
シ
ア
政
府
を
強
く
非
難

し
て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が
緊
迫
化
す
る
な
か
、
リ
ト
ア
ニ
ア
は
軍
事
力

強
化
に
も
努
め
て
い
る
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
一
〇
周
年
を
迎
え
た
三
月

二
九
日
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
与
野
党
が
国
防
費
を
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
二
パ
ー

セ
ン
ト
ま
で
増
額
す
る
こ
と
で
合
意
し
、
大
統
領
も
こ
れ
に
賛
同
し

た
。
六
月
に
は
バ
ル
ト
諸
国
各
地
で
米
軍
に
よ
る
合
同
軍
事
演
習

「
セ
イ
バ
ー
・
ス
ト
ラ
イ
ク
（Saber Strike

）」
が
行
わ
れ
、
リ
ト

ア
ニ
ア
軍
も
こ
れ
に
参
加
し
た
。
ま
た
リ
ト
ア
ニ
ア
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
西
部
リ
ヴ
ィ
ウ
州
で
行
わ
れ
た
合
同
軍
事
演
習
「
ラ
ピ
ッ
ド
・
ト

ラ
イ
デ
ン
ト
（Rapid T

rident

）」
に
も
参
加
す
る
こ
と
で
、
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
お
よ
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
連
帯
を
示
し
た
。
さ
ら
に
九
月
一
九

日
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
三
ヵ
国
は
、
合

同
旅
団
の
創
設
で
合
意
し
た
。
こ
の
合
同
旅
団
は
、
大
国
ロ
シ
ア
に

対
抗
で
き
る
だ
け
の
十
分
な
軍
事
力
を
有
す
る
と
は
い
え
ず
、
そ
の

実
効
性
は
限
定
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
日
の
三
ヵ
国
の
領
土
の
大

半
を
そ
の
版
図
と
し
て
東
の
隣
国
ロ
シ
ア
と
対
抗
し
た
、
か
つ
て
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
「
共
和
国
」
が
誕
生
し
た
地
で
も
あ
る

ル
ブ
リ
ン
に
合
同
旅
団
の
司
令
部
が
置
か
れ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る

よ
う
に
、
三
ヵ
国
が
と
も
に
連
帯
し
て
ロ
シ
ア
に
対
抗
す
る
意
志
を

示
し
た
と
い
う
象
徴
的
な
意
味
は
大
き
い
。

リ
ト
ア
ニ
ア
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が
緊
迫
化
し
て
以
降
、
国

内
各
地
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
支
持
す
る
催
し
が
行
わ
れ
、
多
く
の
リ
ト

ア
ニ
ア
市
民
が
こ
れ
に
参
加
し
て
い
る
。
各
地
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
旗

が
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
旗
や
国
章
が
あ
し

ら
わ
れ
た
服
を
着
た
人
を
街
中
で
見
か
け
る
の
も
珍
し
く
な
く
な
っ

た
。
政
府
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
、
市
民
レ
ベ
ル
で
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と

の
連
帯
が
こ
と
あ
る
ご
と
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
リ
ト
ア
ニ
ア
政
府
は
、
東
方
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
首
脳
会
議
開
催
ま
で
は
Ｅ
Ｕ
理
事
会
議
長
国
と
し
て
ヤ

ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
政
権
と
交
渉
を
続
け
た
が
、
結
局
連
合
協
定
調
印
と

い
う
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
は
抗
議
デ
モ

を
支
持
し
、
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
大
統
領
に
対
し
て
は
早
期
退
陣
を
求

め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
ク
リ
ミ
ア
半
島
お
よ
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ

東
部
で
軍
事
的
緊
張
が
高
ま
る
と
、
リ
ト
ア
ニ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政

府
を
支
持
し
、
ロ
シ
ア
を
公
然
と
非
難
し
た
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
リ
ト
ア
ニ
ア
政
府
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府

が
Ｅ
Ｕ
と
の
連
合
協
定
に
調
印
す
る
こ
と
で
問
題
が
解
決
す
る
と
考

え
、
そ
の
よ
う
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
に
働
き
か
け
て
き
た
。
し
か
し
そ

れ
と
は
逆
に
、
グ
リ
ー
バ
ウ
ス
カ
イ
テ
大
統
領
を
は
じ
め
と
す
る

「
Ｅ
Ｕ
代
表
」
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
に
対
し
て
「（
圧
政
の
）
ロ
シ

は
、
連
合
協
定
調
印
を
拒
否
し
た
こ
と
に
よ
り
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
大

統
領
が
「
大
多
数
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
の
期
待
を
失
望
さ
せ
た
」
と

考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
リ
ト
ア
ニ
ア
外
務
省
は
声
明
の
な
か
で

「
愛
す
る
祖
国
の
自
由
の
た
め
に
犠
牲
と
な
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
英

雄
を
永
遠
に
忘
れ
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
、
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
大
統

領
と
戦
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
市
民
を
英
雄
視
し
た＊

15

。

３
ク
リ
ミ
ア
お
よ
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
に
お
け
る

軍
事
衝
突
と
リ
ト
ア
ニ
ア

ク
リ
ミ
ア
で
武
装
集
団
に
よ
り
地
方
議
会
や
行
政
府
が
占
拠
さ
れ

る
と
、
リ
ト
ア
ニ
ア
政
府
は
こ
の
武
装
集
団
を
「
分
離
主
義
者
」
と

し
て
非
難
し
た
。
グ
リ
ー
バ
ウ
ス
カ
イ
テ
大
統
領
は
二
七
日
、
二
三

日
に
大
統
領
代
行
に
任
命
さ
れ
た
ト
ゥ
ル
チ
ノ
ウ
最
高
会
議
議
長
と

電
話
会
談
を
行
い
、
そ
の
な
か
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
お
よ
び
領
土

の
一
体
性
を
支
持
す
る
考
え
を
示
し
た
。

ク
リ
ミ
ア
で
は
三
月
に
住
民
投
票
が
行
わ
れ
、
ロ
シ
ア
へ
の
編
入

が
支
持
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
リ
ト
ア
ニ
ア
政
府
は
、
こ
の
住
民

投
票
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
憲
法
に
反
す
る
た
め
認
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で

は
な
い
と
の
見
解
を
示
し
、
こ
れ
を
非
難
し
た
。
こ
れ
は
、
二
月
に

最
高
会
議
が
違
憲
な
が
ら
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
大
統
領
の
解
任
を
決
議

し
た
こ
と
に
対
す
る
好
意
的
な
反
応
と
は
対
照
的
で
あ
り
、
こ
う
し

た
リ
ト
ア
ニ
ア
政
府
の
態
度
は
ダ
ブ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
批
判
さ

れ
か
ね
な
い
も
の
で
も
あ
っ
た
。

三
月
、
ク
リ
ミ
ア
に
お
い
て
軍
事
的
緊
張
が
高
ま
る
と
、
リ
ト
ア

ニ
ア
で
は
ロ
シ
ア
の
介
入
に
対
す
る
批
判
が
高
ま
っ
た
。
東
京
を
訪

問
中
だ
っ
た
リ
ン
ケ
ヴ
ィ
チ
ュ
ス
外
相
は
一
一
日
、
都
内
で
行
わ
れ

た
記
者
会
見
で
ロ
シ
ア
が
国
連
憲
章
に
違
反
し
て
主
権
国
家
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
を
侵
略
し
て
い
る
、
と
の
見
解
を
示
し
た
。
ま
た
一
四
日
に

は
グ
ラ
ウ
ジ
ニ
エ
ネ
国
会
議
長
が
エ
ス
ト
ニ
ア
お
よ
び
ラ
ト
ヴ
ィ
ア

の
国
会
議
長
と
と
も
に
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
非
難
す

る
共
同
声
明
を
出
し
た
。
グ
ラ
ウ
ジ
ニ
エ
ネ
議
長
は
一
六
日
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
を
訪
問
し
、
翌
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
お
よ
び
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国

会
議
長
と
と
も
に
ロ
シ
ア
の
侵
略
行
為
を
非
難
す
る
共
同
声
明
を
出

し
た
。
一
八
日
に
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
ク
リ
ミ
ア
の
ロ
シ

ア
編
入
に
関
す
る
条
約
に
署
名
す
る
と
、
一
九
日
、
リ
ト
ア
ニ
ア
外

務
省
は
国
際
法
違
反
と
し
て
こ
れ
に
抗
議
し
た＊

16

。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
の
ド
ネ
ツ
ィ
ク
州
お
よ
び
ル
ハ
ン
シ
ク
州
で
軍

事
衝
突
が
起
き
る
と
、
リ
ト
ア
ニ
ア
政
府
は
反
政
府
武
装
勢
力
を

「
分
離
主
義
者
」「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
と
呼
び
、
ま
た
、
武
装
勢
力
の
背

後
に
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
支
援
が
あ
る
と
し
て
、
同
政
府
を
非
難
し

た
。
リ
ト
ア
ニ
ア
は
二
〇
一
四
年
よ
り
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
非

091-107　第I部-4-リトアニアからみたウクライナ問題.indd   96-97 2015/11/10   16:27



099 リトアニアからみたウクライナ問題 098

こ
う
し
た
〈
東
〉
と
〈
西
〉
の
イ
メ
ー
ジ
は
リ
ト
ア
ニ
ア
社
会
に

お
い
て
広
く
浸
透
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
具
体
例
を
一
つ
挙
げ
て

み
よ
う
。
リ
ト
ア
ニ
ア
で
代
表
的
な
週
刊
誌
『
ヴ
ェ
イ
ダ
ス

（V
eidas

）』
が
二
〇
〇
五
年
四
月
二
八
日
号
で
Ｅ
Ｕ
加
盟
一
周
年
を

記
念
し
て
「
欧
州
へ
の
長
い
道
の
り
」
と
い
う
特
集
を
組
ん
だ
。
こ

の
号
の
表
紙
に
は
三
人
の
男
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
左
か
ら

「
ホ
モ
・
ソ
ヴ
ィ
エ
テ
ィ
ク
ス
（H

om
o Sovieticus

）
一
九
四
〇
〜

一
九
九
〇
」「
ホ
モ
・
リ
ト
ゥ
ア
ヌ
ス
（H

om
o Lituanus

）
一
九

九
〇
〜
二
〇
〇
四
」「
ホ
モ
・
エ
ウ
ロ
パ
エ
ウ
ス
（H

om
o 

Europaeus

）
二
〇
〇
四
〜
二
〇
〇
五
」
と
い
う
題
が
付
け
ら
れ
て

い
る
（V

onderau 2008: 225

）。
そ
れ
ぞ
れ
「
ソ
ヴ
ェ
ト
人
」「
リ

ト
ア
ニ
ア
人
」「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
」
と
し
て
人
類
の
進
化
に
な
ぞ
ら

え
て
描
か
れ
て
お
り
、
は
じ
め
は
貧
し
い
服
装
で
ノ
コ
ギ
リ
を
手
に

し
て
い
た
男
も
、
最
後
に
は
ス
ー
ツ
姿
で
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
片
手

に
そ
の
先
の
未
来
を
見
据
え
る
新
人
類
に
「
進
化
」
し
て
い
る
。

「
欧
州
へ
の
回
帰
」
は
、
あ
た
か
も
野
蛮
か
ら
文
明
へ
の
「
進
化
」

で
あ
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

世
界
を
〈
東
〉
と
〈
西
〉
に
分
け
る
考
え
は
決
し
て
リ
ト
ア
ニ
ア

の
み
に
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
全
体
に
お
い
て

も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
表
さ
れ
る
（
塩
川
ほ
か 

二
〇
一
二
）。
ロ
シ
ア

で
は
、
自
国
を
〈
東
〉（
＝
ア
ジ
ア
）
で
も
〈
西
〉（
＝
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
）
で
も
な
い
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
」
と
い
う
独
自
の
世
界
で
あ
る
と
す

る
ユ
ー
ラ
シ
ア
主
義
も
生
ま
れ
た
（
浜 

二
〇
一
〇
）。
し
か
し
、
リ

ト
ア
ニ
ア
に
お
い
て
〈
東
〉
は
、
右
の
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
ア
ジ
ア
で
は
な
く
ロ
シ
ア
や
ソ
ヴ
ェ
ト
を
表
す
の
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
ロ
シ
ア
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
主
義
は
リ
ト
ア
ニ
ア
で
は
〈
東
〉

そ
の
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
認
識
が
行
き
渡
っ
て
い
る
リ
ト
ア
ニ
ア
に
お
い
て
、

一
連
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
は
、〈
西
〉
の
民
主
主
義
的
文
明
と
〈
東
〉

の
専
制
主
義
的
野
蛮
の
相
克
と
見
な
さ
れ
、〈
東
〉
が
諸
悪
の
根
源

と
さ
れ
る
。
リ
ト
ア
ニ
ア
国
内
で
の
〈
東
〉
と
〈
西
〉
の
認
識
は
、

こ
の
よ
う
に
国
際
関
係
に
も
そ
の
ま
ま
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

２
東
方
政
策
に
積
極
的
な
リ
ト
ア
ニ
ア

独
立
を
回
復
し
た
リ
ト
ア
ニ
ア
は
そ
の
後
、「
ソ
連
に
占
領
さ
れ

て
い
た
小
国
」
と
い
う
悲
観
的
で
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
捨
て
去
り
、
民
主
主
義
を
取
り
戻
す
こ
と
に
成
功
し
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
国
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構
築
し

て
い
っ
た
。「
欧
州
へ
の
回
帰
」
を
通
じ
て
民
主
化
の
「
優
等
生
」

を
演
じ
続
け
た
の
で
あ
る
。

リ
ト
ア
ニ
ア
は
二
〇
〇
四
年
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
以
降
、
Ｅ
Ｕ
の
欧
州
近

ア
か
（
自
由
と
民
主
主
義
の
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
」
の
二
者
択
一
を

迫
っ
た
こ
と
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
家
分
裂
を
招
い
て
し
ま
っ
た
、
と
い

う
指
摘
も
あ
る
（
石
郷
岡 

二
〇
一
四
：
八
）。
実
の
と
こ
ろ
、
こ
う

し
た
〈
東
〉
の
ロ
シ
ア
と
〈
西
〉
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
二
項
対
立
と
す

る
見
方
は
リ
ト
ア
ニ
ア
で
は
広
く
共
有
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
件
で

は
リ
ト
ア
ニ
ア
政
府
が
そ
の
認
識
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
に
押
し
つ
け
た

形
と
な
っ
た
。
次
章
で
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
に
お
い
て
〈
東
〉
の
ロ
シ

ア
と
〈
西
〉
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か

を
探
る
。

Ⅱ
リ
ト
ア
ニ
ア
に
お
け
る
〈
東
〉
と
〈
西
〉

１
〈
東
〉
と
〈
西
〉
の
イ
メ
ー
ジ

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
の
独
立
を
果
た
し
た
リ

ト
ア
ニ
ア
に
お
い
て
は
、
一
九
四
〇
年
に
ソ
連
に
編
入
さ
れ
る
と
、

激
し
い
対
ソ
抵
抗
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
抵
抗
運
動
に
携
わ
っ

た
者
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
が
独
立
を
回
復
し
た
現
在
で
は
「
祖
国
の
独

立
の
た
め
に
戦
っ
た
勇
敢
な
愛
国
者
」
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
独
立
を

奪
わ
れ
て
い
た
ソ
連
時
代
は
「
間
違
っ
た
歴
史
（false history

）」

と
認
識
さ
れ
る
（Lehti 2006: 71

）。
す
な
わ
ち
、
独
立
国
家
が
リ

ト
ア
ニ
ア
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
っ
て
、
独
立
が
失
わ
れ
た
状
態
は
本

来
あ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

す
で
に
「
欧
州
へ
の
回
帰
」
を
掲
げ
て
い
た
周
辺
の
旧
東
欧
諸
国

と
同
様
に
、
リ
ト
ア
ニ
ア
も
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
「
欧
州
へ
の

回
帰
」
を
政
策
方
針
に
掲
げ
る
よ
う
に
な
り
、
Ｅ
Ｕ
お
よ
び
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
へ
の
加
盟
を
目
標
と
し
た
。「
欧
州
へ
の
回
帰
」
が
正
し
い
道
と

さ
れ
た
（
そ
し
て
現
在
で
も
さ
れ
て
い
る
）
リ
ト
ア
ニ
ア
で
は
、

〈
東
〉
と
〈
西
〉
と
い
う
二
項
対
立
の
概
念
は
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
用

い
ら
れ
る
。〈
東
〉
は
貧
困
や
不
安
定
、
不
安
感
な
ど
と
関
連
付
け

ら
れ
、
他
方
で
〈
西
〉
は
繁
栄
や
安
全
、
民
主
主
義
を
連
想
さ
せ
る

（M
iniotaitė 2003: 214

）。
リ
ト
ア
ニ
ア
に
お
い
て
間
違
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
も
の
や
道
義
に
反
す
る
と
さ
れ
る
も
の
は
、
す
べ
て
ソ

連
時
代
か
ら
の
負
の
遺
産
と
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
現
在
の
ロ
シ
ア

の
政
治
の
せ
い
に
さ
れ
た
り
す
る
、
と
も
指
摘
さ
れ
る
（V

onderau 

2008: 226

）。
つ
ま
り
、〈
東
〉
は
単
に
空
間
軸
に
お
い
て
東
（
す
な

わ
ち
ロ
シ
ア
）
を
指
す
だ
け
で
な
く
、
時
間
軸
に
お
い
て
過
去
の
ソ

連
時
代
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。
ゆ
え
に
〈
東
〉
と
〈
西
〉
に
は
、
暗

い
過
去
と
明
る
い
未
来
、
あ
る
い
は
後
進
性
と
先
進
性
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
も
含
ま
れ
る
。
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地
売
却
の
違
法
化
で
あ
っ
た
。
外
国
人
へ
の
土
地
売
却
の
違
法
化
は

Ｅ
Ｕ
法
に
抵
触
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
実
際
に
憲
法
が
改

正
さ
れ
た
場
合
は
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
、
と
の
批

判
も
あ
っ
た
が
、
リ
ト
ア
ニ
ア
国
内
の
欧
州
懐
疑
派
は
、「
我
々
の

土
地
は
売
却
し
な
い
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
は
屈
し
な
い
！
」「
Ｅ
Ｕ

と
は
距
離
を
置
き
、
自
国
の
主
権
を
守
ろ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
国
民
投
票
を
推
進
し
て
い
た
。
欧
州
懐
疑
派
は
ま
た
、
こ

れ
と
は
別
に
二
〇
一
五
年
一
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
通
貨
ユ
ー
ロ
の

導
入
に
も
反
対
し
て
い
た
。

彼
ら
に
と
っ
て
は
リ
ト
ア
ニ
ア
の
領
土
も
自
国
通
貨
リ
タ
ス
も
リ

ト
ア
ニ
ア
独
立
の
象
徴
で
あ
り
、
ゆ
え
に
そ
れ
ら
が
失
わ
れ
る
の
は

独
立
国
家
リ
ト
ア
ニ
ア
に
対
す
る
新
た
な
脅
威
で
も
あ
っ
た
。
彼
ら

は
リ
ト
ア
ニ
ア
の
欧
州
へ
の
統
合
を
進
め
て
き
た
国
内
の
主
要
政
党

を
批
判
し
て
い
た
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
親
露
派
と
い
う
わ
け
で
は

決
し
て
な
い
。
彼
ら
が
望
ん
で
い
た
の
は
、〈
西
〉
で
も
〈
東
〉
で

も
な
い
主
権
国
家
リ
ト
ア
ニ
ア
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
政
治
家
ら
が
こ
の
国
民
投
票
の
発
起
人
に
加
わ
っ
た

が
、
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
国
会
に
議
席
を
持
た
な
い
泡
沫
政
党
に
所

属
し
て
お
り
、
国
政
で
の
影
響
力
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
た
。
興
味

深
い
の
は
、
左
派
か
ら
極
右
ま
で
幅
広
い
泡
沫
政
党
が
こ
の
国
民
投

票
の
発
起
人
に
加
わ
っ
た
点
で
あ
る
。
国
民
投
票
実
施
を
支
持
し
た

政
党
の
う
ち
、
リ
ト
ア
ニ
ア
社
会
民
主
連
合
（Lietuvos 

socialdem
okratų sąjunga 

以
下
「
社
会
民
主
連
合
」）、
リ
ト
ア
ニ

ア
中
道
党
（Lietuvos centro partija 

以
下
「
中
道
党
」）、
民
族
主

義
連
合
（T

autininkų sąjunga

）
の
三
党
は
、
二
〇
一
二
年
の
国

会
議
員
選
挙
で
政
党
連
合
を
組
む
な
ど
、
す
で
に
協
力
関
係
に
あ
っ

た
。
左
派
の
社
会
民
主
主
義
者
と
極
右
の
民
族
主
義
者
が
手
を
組
む

な
ど
と
い
う
の
は
、
そ
れ
以
前
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
し
か
し
こ
れ
ら
三
党
に
は
共
通
点
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
い
ず

れ
も
連
立
与
党
に
加
わ
っ
て
い
た
、
あ
る
い
は
過
去
に
加
わ
っ
た
こ

と
が
あ
る
主
要
政
党
か
ら
分
離
し
て
結
党
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
、
社
会
民
主
連
合
は
一
九
九
九
年
に
社
会
民
主
党
か
ら
、
中
道

党
は
二
〇
〇
三
年
に
リ
ト
ア
ニ
ア
中
道
連
合
（Lietuvos centro 

sąjunga

）
か
ら
、
民
族
主
義
連
合
は
二
〇
一
二
年
に
祖
国
連
合
か

ら
分
離
し
て
結
党
さ
れ
た＊

18

。
欧
州
懐
疑
主
義
を
掲
げ
る
三
党
に
対

し
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
時
期
に
連
立
与
党
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
社
会

民
主
党
、
リ
ト
ア
ニ
ア
中
道
連
合
、
祖
国
連
合
は
欧
州
統
合
を
積
極

的
に
推
進
し
て
き
た
。
社
会
民
主
連
合
、
中
道
党
、
民
族
主
義
連
合

の
三
党
は
い
ず
れ
も
現
在
ま
で
国
会
議
員
選
挙
で
議
席
を
獲
得
し
た

こ
と
は
な
く
、
三
党
が
政
党
連
合
を
組
ん
だ
二
〇
一
二
年
の
選
挙
に

お
い
て
も
得
票
率
は
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
満
た
な
か
っ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
、
リ
ト
ア
ニ
ア
国
民
の
大
半
は
〈
東
〉
で
も
〈
西
〉
で
も

隣
諸
国
政
策
（
Ｅ
Ｎ
Ｐ
）、
そ
の
な
か
で
も
旧
ソ
連
諸
国
を
対
象
と

す
る
東
方
の
近
隣
諸
国
政
策（
二
〇
〇
九
年
以
降
の
東
方
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
）
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
た
。
パ
ウ
ラ
ウ
ス
カ

ス
大
統
領
代
行
（
当
時
）
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
直
後
の
二
〇
〇
四
年
五
月
、

リ
ト
ア
ニ
ア
は
、
東
方
地
域
も
含
め
た
広
い
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
「
Ｅ
Ｕ
が
東
へ
の
さ
ら
な
る
進
出
を
決
定
す
る
よ
う
勧
め
る
」
と

語
っ
て
い
る＊

17

。
Ｅ
Ｕ
加
盟
と
い
う
目
標
を
達
成
し
た
リ
ト
ア
ニ
ア

は
、
単
な
る
民
主
化
の
「
優
等
生
」
と
い
う
立
場
に
甘
ん
じ
ず
、
今

度
は
民
主
化
を
指
導
す
る
「
教
師
」
と
し
て
旧
ソ
連
諸
国
に
対
し
て

影
響
力
を
行
使
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（Jakniūnaitė 2009: 

125

）。
Ｅ
Ｕ
の
東
方
政
策
で
リ
ト
ア
ニ
ア
が
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
そ

の
結
果
と
し
て
バ
ル
ト
諸
国
以
外
の
旧
ソ
連
諸
国
の
欧
州
統
合
も
進

め
ば
、
Ｅ
Ｕ
と
ロ
シ
ア
の
境
界
は
さ
ら
に
東
に
押
し
広
げ
ら
れ
、
リ

ト
ア
ニ
ア
は
地
理
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
辺
境
地
域
で
は
な
く
な
る
。

こ
の
よ
う
な
思
惑
か
ら
、
リ
ト
ア
ニ
ア
な
ど
の
バ
ル
ト
諸
国
は
東
方

政
策
に
積
極
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
（H

aukkala 2009: 

166

）。
つ
ま
り
、
リ
ト
ア
ニ
ア
に
と
っ
て
こ
れ
は
、
二
重
の
意
味
で

「
完
全
な
」
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
な
れ
る
機
会
で
も
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
Ｅ

Ｕ
お
よ
び
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
後
の
リ
ト
ア
ニ
ア
は
、
近
年
ロ
シ
ア
と
の

対
立
が
深
ま
っ
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
グ
ル
ジ
ア
を
支
援
し
て
き
た

し
、
そ
の
他
の
東
方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
対
象
国
に
対
し
て
も
さ
ら

な
る
民
主
化
を
働
き
か
け
て
い
る
。
そ
し
て
未
だ
こ
の
地
域
で
大
き

な
影
響
力
を
有
す
る
ロ
シ
ア
を
こ
と
あ
る
ご
と
に
批
判
し
続
け
て
い

る
。
リ
ト
ア
ニ
ア
の
外
交
政
策
は
、〈
東
〉
と
〈
西
〉
の
あ
い
だ
に

置
か
れ
て
い
る
国
々
を
〈
東
〉
の
魔
の
手
か
ら
救
い
出
す
こ
と
を
自

国
の
使
命
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。

３
支
持
さ
れ
な
い
欧
州
懐
疑
派

リ
ト
ア
ニ
ア
で
東
方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
首
脳
会
議
が
行
わ
れ
て

い
た
二
〇
一
三
年
一
一
月
、
ヴ
ィ
ル
ニ
ュ
ス
の
目
抜
き
通
り
で
あ
る

ゲ
デ
ィ
ミ
ナ
ス
大
通
り
は
い
つ
も
と
様
子
が
異
な
っ
て
い
た
。
大
通

り
の
東
端
に
あ
る
大
聖
堂
広
場
か
ら
西
端
の
国
会
ま
で
の
道
が
す
べ

て
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
二
八
ヵ
国
と
東
方
パ
ー
ト
ナ
ー
諸
国
六
ヵ
国
の
国

旗
で
飾
ら
れ
て
い
た
の
が
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
様
子
が
異

な
っ
て
い
た
の
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
同
じ
頃
、
大
通
り
の
中
心

部
に
あ
る
ヴ
ィ
ン
ツ
ァ
ス
・
ク
デ
ィ
ル
カ
広
場
周
辺
で
連
日
、
憲
法

改
正
に
関
す
る
国
民
投
票
の
実
施
を
求
め
る
署
名
活
動
が
行
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

国
民
投
票
の
発
起
人
ら
が
求
め
て
い
た
改
正
内
容
は
多
岐
に
わ
た

る
が
、
な
か
で
も
特
に
争
点
と
な
っ
て
い
た
の
が
、
外
国
人
へ
の
土
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る
。
土
地
（žem

ė

）
の
こ
と
ば
か
り
た
く
さ
ん
話
し
て
い
る

者
［
す
な
わ
ち
国
民
投
票
推
進
派
］
は
、
地
図
（žem

ėlapis

）

を
忘
れ
て
い
る
。
ま
る
で
学
校
に
行
っ
て
い
な
か
っ
た
か
の
よ

う
だ
。
地
図
は
、
民
主
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（dem

okratinė 

Europa

）
が
ど
こ
で
、
プ
ー
チ
ン
的
な
ユ
ー
ラ
シ
ア
（putininė 

Eurazija

）
が
ど
こ
な
の
か
を
示
し
て
い
る
。
リ
ト
ア
ニ
ア
は

ど
ち
ら
を
選
ぶ
の
か
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
要
ら
な
い
と
い
う
の
な

ら
、
そ
れ
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
方
に
沈
む
と
い
う
こ
と
だ
。
檻
の

な
か
に
戻
る
と
い
う
こ
と
だ
。［
…
…
］

［
リ
ト
ア
ニ
ア
人
の
］
兄
弟
で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
何
と

言
う
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
先
を
見
据
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
選
ぶ
権

利
の
た
め
に
戦
っ
て
い
る
。
我
々
は
彼
ら
を
支
援
し
、
彼
ら
に

同
情
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
し
か
し
我
々
の
な
か
の
一

部
は
反
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
投
票
を
掲
げ
て
い
る
の
だ
。［
…
…
］

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
羨
望
の
目
で
我
々
を
見
つ
め
、
サ
ー
ユ
ー

デ
ィ
ス
の
例
に
な
ら
っ
て
い
る
の
だ
が
、
し
か
し
シ
ュ
リ
ュ

ジ
ャ
ス
氏
は
「
欧
州
連
合
は
悪
だ
」
と
い
う
プ
ー
チ
ン
の
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
を
携
え
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
訪
れ
て
い
る
。
驚
い
た
ウ

ク
ラ
イ
ナ
人
は
お
そ
ら
く
、
失
敗
し
な
い
よ
う
に
あ
れ
こ
れ
考

え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
背
中
を
向
け
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

［
…
…
］

こ
の
よ
う
な
陰
謀
な
の
だ
。
誰
も
背
中
を
二
つ
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
背
を
向
け
れ
ば
、
笑
顔

で
ク
レ
ム
リ
ン
の
時
計
台
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う＊

20

。

［
…
…
］

必
要
な
ら
、
国
民
投
票
を
静
か
に
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
こ
と
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
リ
ト
ア
ニ
ア
（europietiška Lietuva

）
を

守
ろ
う
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
防
衛
方
法
も
あ
る
の
だ
。

こ
れ
は
二
月
一
六
日
の
義
務
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
〇
〇

年
間
の
ツ
ァ
ー
リ
支
配
か
ら
の
独
立
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
向
、
そ

し
て
民
主
主
義
だ＊

21

」。

「
誰
も
背
中
を
二
つ
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
」
と
い
う
彼
の
言
葉

が
す
べ
て
を
表
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
リ
ト
ア
ニ
ア
は
〈
東
〉
に
は

戻
ら
な
い
と
決
め
た
以
上
、〈
西
〉
を
向
く
し
か
な
い
。〈
西
〉
に
向

く
の
を
や
め
れ
ば
、
そ
れ
は
〈
東
〉
に
戻
る
こ
と
に
な
る
。
欧
州
懐

疑
派
が
唱
え
る
よ
う
な
〈
東
〉
で
も
〈
西
〉
で
も
な
い
第
三
の
道

は
、
彼
ら
の
頭
の
な
か
に
は
な
い
。
彼
ら
が
理
想
と
す
る
の
は
、

「
ツ
ァ
ー
リ
［
お
よ
び
ソ
ヴ
ェ
ト
］
支
配
か
ら
の
独
立
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
志
向
、
そ
し
て
民
主
主
義
」
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
リ
ト
ア
ニ
ア

の
理
想
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
も
押
し
つ
け
ら
れ
る
。

な
い
リ
ト
ア
ニ
ア
な
ど
は
望
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
先

に
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
ら
の
多
く
は
〈
西
〉
か
〈
東
〉
か
と
い
う
二

者
択
一
の
な
か
で
〈
西
〉
こ
そ
が
リ
ト
ア
ニ
ア
の
独
立
を
担
保
す
る

も
の
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

４
ラ
ン
ズ
ベ
ル
ギ
ス
演
説

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が
緊
迫
化
し
つ
つ
あ
っ
た
二
〇
一
四
年
二
月
一

六
日
、
筆
者
は
ヴ
ィ
ル
ニ
ュ
ス
の
旧
市
街
に
あ
る
ピ
リ
エ
ス
通
り
に

い
た
。
二
月
一
六
日
は
リ
ト
ア
ニ
ア
で
一
つ
目
の
独
立
記
念
日
で
あ

る
。「
一
つ
目
の
」
と
書
い
た
の
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
に
は
独
立
記
念

日
が
二
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
二
月
一
六
日
は
一
九
一
八
年
に
ロ
シ

ア
帝
国
か
ら
独
立
し
た
こ
と
を
記
念
す
る
日
で
あ
り
、
一
九
九
〇
年

に
ソ
連
か
ら
の
独
立
回
復
が
宣
言
さ
れ
た
三
月
一
一
日
が
二
つ
目
の

独
立
記
念
日
と
な
っ
て
い
る
。
一
つ
目
の
独
立
記
念
日
に
は
、
ラ
ン

ズ
ベ
ル
ギ
ス
元
最
高
会
議
議
長
が
独
立
宣
言
が
署
名
さ
れ
た
建
物
の

バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
演
説
を
行
う
の
が
、
近
年
の
習
わ
し
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
建
物
が
あ
る
の
が
、
こ
の
ピ
リ
エ
ス
通
り
で
あ
る
。

こ
の
日
ピ
リ
エ
ス
通
り
に
集
ま
っ
た
市
民
の
多
く
は
リ
ト
ア
ニ
ア

国
旗
を
手
に
し
て
い
た
が
、
合
わ
せ
て
欧
州
旗
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
旗

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
者
も
少
な
か
ら
ず
見
か
け
た
。
リ
ト
ア
ニ
ア

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
運
命
を
共
に
す
る
存
在
な
の
だ
と

い
わ
ん
ば
か
り
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
旗
を
振
っ
て
リ
ト
ア
ニ
ア
の
独

立
記
念
日
を
祝
っ
て
い
た
の
に
は
、
少
し
ば
か
り
の
違
和
感
を
覚
え

た
。
三
月
一
一
日
な
ら
ま
だ
し
も
、
二
月
一
六
日
に
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ

国
旗
を
持
ち
出
す
か
、
と
思
い
、
興
味
深
く
眺
め
て
い
た
の
だ
が
、

さ
ら
に
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
そ
の
日
の
ラ
ン
ズ
ベ
ル
ギ
ス
の
演
説

で
あ
っ
た
。

こ
の
頃
の
リ
ト
ア
ニ
ア
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
と
憲
法
改
正
に

関
す
る
国
民
投
票
の
二
つ
が
政
治
の
話
題
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
。

い
ず
れ
も
二
〇
一
四
年
の
う
ち
に
進
展
が
あ
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ

て
い
た
た
め
、
ソ
連
末
期
に
リ
ト
ア
ニ
ア
の
独
立
運
動
「
サ
ー
ユ
ー

デ
ィ
ス＊

19

」
を
率
い
、
そ
の
後
は
祖
国
連
合
の
指
導
者
と
し
て
欧
州
統

合
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
ラ
ン
ズ
ベ
ル
ギ
ス
が
、
こ
れ
ら

の
問
題
に
関
し
て
何
を
語
る
か
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。
以
下
が
、
当

日
の
彼
の
演
説
の
一
部
で
あ
る
。

「［
国
民
投
票
の
］
目
的
は
、
欧
州
連
合
と
仲
違
い
し
、
あ
わ

よ
く
ば
、［
国
民
投
票
推
進
者
の
一
人
で
あ
る
］
シ
ュ
リ
ュ

ジ
ャ
ス
氏
が
宣
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
欧
州
連
合
か
ら
脱
退
す

る
こ
と
に
あ
る
。［
当
時
冬
季
五
輪
を
開
催
し
て
い
た
］
ソ
チ

に
い
る
プ
ー
チ
ン
は
、
そ
の
よ
う
な
リ
ト
ア
ニ
ア
を
夢
見
て
い
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＊
８	

http://w
w

w
.15m

in.lt/naujiena/aktualu/pasaulis/
ukrainoje-viesintis-l-linkevicius-svarbiausia-vengti-
priespriesos-gilejim

o-57-392163

（Septem
ber 30, 2014

）.

＊
９	

http://w
w

w
.lrt.lt/naujienos/lietuvoje/2/31778

（Septem
ber 30, 2014

）.

＊
10	

http://urm
.lt/default/lt/naujienos/lietuvos-uzsienio-

reikalu-m
inisterijos-pareiskim

as-del-ivykiu-ukrainoje

（Septem
ber 30, 2014

）.

＊
11	

http://w
w

w
3.lrs.lt/pls/inter3/dokpaieska.show

doc_l?p_
id=464777

（Septem
ber 30, 2014

）.

＊
12	

http://nl.urm
.lt/index.php?1292331208

（Septem
ber 30, 

2014

）.

＊
13	

http://w
w

w
.president.lt/lt/spaudos_centras_392/

pranesim
ai_spaudai/sm

urtas_ukrainoje_turi_buti_
nutrauktas.htm

l?ref=SevSevil.Com

（Septem
ber 30, 2014

）.

＊
14	

http://w
w

w
3.lrs.lt/pls/inter/w

5_sale.bals?p_bals_id=-
17638

（Septem
ber 30, 2014

）.

＊
15	

http://urm
.lt/default/lt/naujienos/lietuvos-uzsienio-

reikalu-m
inisterijos-pareiskim

as-del-ukrainos

（Septem
ber 30, 

2014

）.

＊
16	

http://urm
.lt/default/lt/naujienos/urm

-pareiskim
as-del-

rusijos-vykdom
os-krym

o-aneksijos

（Septem
ber 30, 2014

）.

＊
17	
http://paulauskas.president.lt/one.phtm

l?id=
4994

（Septem
ber 30, 2014

）.

＊
18	

社
会
民
主
連
合
の
名
称
は
結
党
当
時
「
社
会
民
主
主
義
二
〇
〇
〇

（Socialdem
okratija 2000

）」
で
、
二
〇
〇
三
年
に
現
在
の
党
名
に
変

更
し
た
。
中
道
党
の
名
称
は
結
党
当
時
「
全
国
中
道
党
（N

acionalinė 
centro partija

）」
で
、
二
〇
〇
五
年
に
現
在
の
党
名
に
変
更
し
た
。

＊
19	

リ
ト
ア
ニ
ア
改
革
運
動
（Lietuvos Persitvarkym

o Sąjūdis 

通
称
「
サ
ー
ユ
ー
デ
ィ
ス
」）
は
、
一
九
八
八
年
に
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ

支
持
運
動
と
し
て
始
ま
り
、
そ
の
後
急
速
に
成
長
し
て
独
立
運
動
に
発

展
し
て
い
っ
た
。

＊
20	

こ
こ
で
は
、
一
九
四
〇
年
に
、
共
産
主
義
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
リ
ト
ア
ニ
ア
の
人
民
議
会
が
ソ
連
加
盟
申
請
の
た
め
に
モ
ス
ク
ワ
へ

代
表
を
派
遣
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
選
ば
な
け
れ
ば
、
リ
ト
ア
ニ
ア
は
再
び
ロ
シ
ア
に
併
合
さ
れ
る
こ
と

を
い
わ
ん
と
し
て
い
る
。

＊
21	

演
説
の
内
容
を
日
本
語
に
訳
す
に
あ
た
っ
て
、
以
下
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
原
稿
を
参
考
に
し
た
。http://w

w
w

.
respublika.lt/lt/naujienos/nuom

ones_ir_kom
entarai/bus_

isklausyta/vlandsbergis_vasario_16aja_gasdino_briuselio_
kerstu/

（Septem
ber 30, 2014

）.

＊
22	

投
票
率
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
が
国
民
投
票
の
成

立
要
件
と
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
憲
法
改
正
に
反
対
す
る
者
の

多
く
は
、
国
民
投
票
自
体
を
成
立
さ
せ
な
い
た
め
に
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る

こ
と
を
選
ん
だ
。

◉
参
考
文
献

石
郷
岡
建
（
二
〇
一
四
）「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
と
は
、
何
だ
っ
た
の
か
？

　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
思
惑
と
ロ
シ
ア
の
行
方

―
疑
問
と
考
察
」『
ロ

お
わ
り
に

憲
法
改
正
の
是
非
を
問
う
国
民
投
票
は
二
〇
一
四
年
六
月
に
行
わ

れ
た
が
、
結
局
、
投
票
率
が
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
満
た
な
い
記
録

的
な
低
さ
で
不
成
立
と
な
っ
た＊

23

。
国
民
の
多
く
は
、
ラ
ン
ズ
ベ
ル
ギ

ス
ら
が
呼
び
か
け
た
よ
う
に
、
静
か
に
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
こ
と
で

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
リ
ト
ア
ニ
ア
」
を
選
ん
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
リ
ト
ア
ニ
ア
で
は
政
治
家
も
国
民
も
多
く

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
志
向
を
堅
持
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
ロ

シ
ア
を
脅
威
と
捉
え
て
い
る
こ
と
と
表
裏
一
体
を
な
し
て
い
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
近
隣
の
主
権
国
家
の
一
部
が
ロ
シ
ア
に
「
併
合
」
さ

れ
る
と
い
う
事
態
を
迎
え
た
今
日
、
リ
ト
ア
ニ
ア
は
よ
り
い
っ
そ
う

強
く
ロ
シ
ア
を
脅
威
と
し
て
認
識
し
て
き
て
い
る
。
ロ
シ
ア
が
地
域

大
国
と
し
て
影
響
力
を
持
ち
続
け
る
限
り
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
〈
西
〉

へ
の
志
向
が
今
後
も
し
ば
ら
く
続
く
の
は
間
違
い
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
対
す
る
支
援
も
当
分
続
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ラ
ン
ズ
ベ
ル
ギ
ス

演
説
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
リ
ト
ア
ニ
ア
に
と
っ
て
ウ
ク
ラ
イ

ナ
問
題
は
自
分
た
ち
の
問
題
で
も
あ
る
。

◉
注

＊
１	

http://w
w

w
.kent.ac.uk/politics/gec/GECpolicypaper1.

pdf

（Septem
ber 30, 2014

）; http://w
w

w
.lithuaniatribune.

com
/51179/

（Septem
ber 30, 2014

）; http://w
w

w
.

lithuaniatribune.com
/51210/

（Septem
ber 30, 2014

）.

＊
２	

http://w
w

w
.eu2013.lt/en/new

s/statem
ents/statem

ent-
of-foreign-m

inister-of-lithuania-linas-linkevicius-on-decision-of-
ukrainian-governm

ent

（Septem
ber 30, 2014

）.

＊
３	

http://w
w

w
.lrt.lt/naujienos/lietuvoje/2/30057/

（Septem
ber 30, 2014

）.

＊
４	

http://w
w

w
.lithuaniatribune.com

/58028/

（Septem
ber 

30, 2014

）.

＊
５	

http://w
w

w
.eu2013.lt/lt/naujienos/l-linkevicius-

pasm
erke-jegos-panaudojim

a-pries-taikius-protestuotojus-
ukrainoje

（Septem
ber 30, 2014

）.

＊
６	

http://w
w

w
3.lrs.lt/pls/inter3/dokpaieska.show

doc_l?p_
id=461385

（Septem
ber 30, 2014

）.

＊
７	

http://urm
.lt/default/lt/naujienos/lietuvos-uzsienio-

reikalu-m
inistro-lino-linkeviciaus-pareiskim

as-apie-
pastarosios-nakties-ivykius-kijeve-

（Septem
ber 30, 2014

）; 
http://w

w
w

.urm
.lt/en/new

s/statem
ent-of-foreign-m

inister-
of-lithuania-linas-linkevicius-on-tonights-events-in-kiev

（Septem
ber 30, 2014

）; http://w
w

w
.eu2013.lt/en/new

s/
statem

ents/statem
ent-of-foreign-m

inister-of-lithuania-linas-
linkevicius-on-tonights-events-in-kiev

（Septem
ber 30, 2014

）.
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◉
著
者
紹
介
◉

①
氏
名
…
…
重
松
尚（
し
げ
ま
つ
・
ひ
さ
し
）。

②
所
属
・
職
名
…
…
東
京
大
学
総
合
文
化
研
究
科
博
士
後
期
課
程（
地
域
文

化
研
究
専
攻
）在
籍
。
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｄ
Ｃ
２
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
八
五
年
、
滋
賀
県
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
リ
ト
ア
ニ
ア
地
域
研
究
。

⑤
学
歴
…
…
国
際
基
督
教
大
学
教
養
学
部（
国
際
関
係
論
専
攻
）、
東
京
大

学
総
合
文
化
研
究
科
修
士
課
程（
国
際
社
会
科
学
専
攻
）。

⑥
職
歴
…
…
ヴ
ィ
ル
ニ
ュ
ス
大
学
東
洋
学
セ
ン
タ
ー
助
手（
二
七
歳
、
一
年

半
）。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
リ
ト
ア
ニ
ア
・
カ
ウ
ナ
ス（
二
二
歳
、
一
年
）、
リ

ト
ア
ニ
ア
・
ヴ
ィ
ル
ニ
ュ
ス（
二
四
歳
、
一
年
）、
同（
二
七
歳
、
二
年
）。

⑧
研
究
手
法
…
…
両
大
戦
間
期
の
リ
ト
ア
ニ
ア
に
お
け
る
定
期
刊
行
物
や

政
府
資
料
な
ど
を
分
析
す
る
こ
と
が
多
い
。

⑨
所
属
学
会
…
…
東
欧
史
研
究
会
、
現
代
史
研
究
会
、T

he A
ssociation 

for the A
dvancem

ent of Baltic Studies.

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
学
部
時
代
に
留
学
し
た
と
き
の
寮
の
同
居
人
が
、
リ

ト
ア
ニ
ア
生
ま
れ
の
ロ
シ
ア
人
で
あ
っ
た
。
リ
ト
ア
ニ
ア
で
ロ
シ
ア
人
と

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
息
苦
し
さ
を
た
び
た
び
語
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
、

リ
ト
ア
ニ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
考
え
る
契
機
と
な
っ
た
。

⑪
推
薦
図
書
…
…T

im
othy Snyder, T

he R
econstruction of N

ations: 
P

oland, U
kraine, L

ithuania, B
elarus, 1569-1999, N

ew
 

H
aven: Y

ale U
P, 2003. 

昨
今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
は
、「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
人
」
と
は
何
か
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
契
機
と
な
っ
た
。
本
書

は
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
」
や
「
リ
ト
ア
ニ
ア
人
」
と
い
っ
た
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
て
（「
再
構
築
」
さ
れ
て
）
い
っ
た
の

か
を
明
ら
か
に
す
る
。

シ
ア
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
経
済
と
社
会
』
九
八
六
号
、
二
―
二
〇
頁
。

塩
川
伸
明
・
小
松
久
男
・
沼
野
充
義
・
宇
山
智
彦
編
（
二
〇
一
二
）『
ユ
ー

ラ
シ
ア
世
界　

一　
〈
東
〉
と
〈
西
〉』
東
京
大
学
出
版
会
。

浜
由
樹
子
（
二
〇
一
〇
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ユ
ー
ラ
シ
ア
主
義
と
は
何
か
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成
文
社
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